
２ 暮らしに身近な課題への対応強化 ～安全で快適な道路空間づくり～
県土整備部

道路管理課 電話2675

○安全で快適な道路空間の確保に向けて、効果的な雑草対策を推進するとともに、地域と協働の道づくりを推進

除草を取り巻く状況

●きめ細かな道路除草

●重点的な雑草抑制対策

●ボランティア制度

●自治会等除草委託

地域の声
交通安全の確保
生活空間の改善

観光振興
魅力ある地域づくり

効果的な雑草対策

地域と協働の道づくり

安全な通行空間

快適な生活空間

魅力ある地域づくり

地域の絆

安全で快適な
道路空間づくり

ボランティア
参加者等の減少

地域の絆

美化ボランティア

など

令和６年度
張コンクリートなど重点的な雑草抑制対策を推進

張コンクリート カバープランツ土系舗装
R5年5月

R5年11月

伊勢南島線（伊勢市） Ｒ１６７（志摩市） 津関線（津市）

自治会等除草委託

令和６年度
地域と協働の道づくりを推進

様々な工夫や
取組を展開

普及拡大に
向けＰＲ

住民参画制度の概要
（三重県ＨＰ）



２ 暮らしに身近な課題への対応の強化 ～交通安全対策～
県土整備部

道路建設課 電話2630
道路管理課 電話2677
都市政策課 電話2706

○ 通学路交通安全プログラムに基づく対策箇所や幹線道路における事故危険箇所について、
関係者と連携しながらスピード感をもって交通安全対策を推進

（１）通学路における安全対策 （２）幹線道路における安全対策

市町ごとに策定した「通学路交通安全プログラム」に基づき、

教育委員会や学校関係者、県警察などと連携し、スピード感を

もって対策を推進

令和４年３月に第５次事故危険箇所※に指定された三重県内

79箇所（県管理道路35箇所）の事故危険性が高い箇所での

交通安全対策を推進

※「事故危険箇所」とは、交通事故が多発している箇所やETC2.0プローブ

データ等のビッグデータから判明した潜在的な危険箇所

事業期間
令和３年度～令和７年度

Ｒ３・Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

事故危険箇所
（県管理道路）

35箇所※
－

※第５次事故危険箇所

路面標示（注意喚起）

完成
２０箇所
（５７％）

完成（予定）
＋１０箇所
（８６％）

完成（予定）
＋５箇所
（１００％）

通学路の安全確保のためPDCAサイクル実施

更なる安全向上を図るため、定期的な合同
点検、対策の検討・実施・効果把握、一連の
サイクルにより改善・拡充する取組
（※期限がない継続的な取組）

国・県警察・県等で構成する、「三重県道路交通環境安全推進連絡会議」

において、対策が完了した事故危険箇所の事後検証を実施

令和６年度
５箇所で交通安全対策を推進

☆県管理道路35箇所すべての対策を早期に完了

令和６年度
歩道整備 27箇所、あんしん路肩 ８箇所など
県内各地で交通安全対策を推進

※国土交通省ＨＰより

国道４２号 （伊勢市）合同点検 歩道整備 あんしん路肩

防護柵 グリーンベルト 路面標示



２ 暮らしに身近な課題への対応の強化 ～河川堆積土砂の撤去～
県土整備部

河川課 電話2686

○ 令和５年度に引き続き、毎年の堆積量を上回る量の撤去を官民で連携して実施

△29万m3

令和６年度 堆積土砂撤去量（見込み）

（注１）：過去の調査結果から推定される堆積量

49万m3
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R５年度
撤去量
(見込み)

31万m3

15万m3

30万m3

45万m3
46万m3

34万m3

要撤去

約３１０万m3

令和３年度

５年後の達成目標
（令和７年度末)

令和２年度

約110万m3 

約24万m3 

（注２）平成３０年度末現在の堆積量

約40万m3 12％
8％

21％

29％

約65万m3 

約40％
（36％）

５年後の達成目標

△26万m3△25万m3

民間砂利採取
県河川事業

令和４年度

令和５年度見込み
約91万m3

（注２）

堆積土砂撤去の進捗状況

令和６年度見込み

約120万㎥
39％

対策例
比自岐川（伊賀市） 撤去前 撤去後

減少量
（撤去量―堆積量）

1年早く目標を
達成できる見込み



２ 暮らしに身近な課題への対応の強化 ～砂防ダム堆積土砂の撤去～
県土整備部

防災砂防課 電話2705

○ 令和５年度に引き続き、毎年の堆積量を上回る量の撤去を、土砂で満杯になった砂防ダムから計画的に実施

（注２）：令和2年度までの調査による堆積量

R４年度
撤去量
（実績）

R３年度
撤去量
（実績）

R５年度
撤去量

（見込み）

毎年の
堆積量

(注１）：過去の調査結果から推定される堆積量

堆
積
量
の
減
少

（砂防ダムは民間の砂利採取がないため公共のみで撤去）

△12万m3

15万m3

12万m3

△9万m3

9万m3

△6万m3

（注１）

＋3万m3

30％

要撤去

約１８０万m3

５年後（令和７年度末）
約６０万m3

令和２年度 約５万m3
約１８０万m3

（注２）

3％ 6％

11％

18％

令和３年度 約１１万m3

令和４年度 約２０万m3

令和５年度見込み
約３２万m3

５年後の達成目標

対策例

令和６年度 堆積土砂撤去量（見込み） 堆積土砂撤去の進捗状況

14万m3

R６年度
撤去量

（見込み）

24％ 令和６年度見込み
約４３万m3

△11万m3

桂畑川（津市） 撤去前 撤去後



（６）良好な住環境の実現
県土整備部
下水道事業課 電話2725
住宅政策課 電話2720

（１）流域下水道の整備

２ 暮らしに身近な課題への対応の強化 ～良好な住環境の実現～

公共用水域の水質保全と生活環境の改善を図るため

流域下水道の整備を推進

南部処理区 南部浄化センター第２期事業（令和６年度供用予定）

水処理施設

宮川処理区 幹線管渠整備事業

内宮幹線 明和幹線

流入する汚水量に対応した水処理施設の増設を推進

下水道未普及地域の解消に向け管渠整備を推進

（３）県営住宅の改修

住戸内改修(LDK化) 外壁改修

長寿命化のための外壁改修等及びバリアフリー改修、子育
て世帯向けの住戸内改修の実施

（２）空き家の活用や除却の支援

危険な空き家の除却や移住・定住のための空き家リフォーム
の支援

空き家の除却

除却後除却前




